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医療安全管理委員会　第12回　　定例委員会　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開催日：平成27年3月19日　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　間：15：30～16:00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　録：吉田　恵美
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欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
≪連絡事項≫

・月末までに各部署で発生した事故・インシデントについて、委員会のフォルダ内に入力する事。入力完了後の報告も忘れずに行って下さい。遅延のないように報告お願いします。（精神医療福祉領域・みさわG→相馬ＪＧＭ、高齢者介護福祉領域→慶長ＪＧＭまで）
・委員会巡視に出られない時は事前に連絡をして下さい。

・転倒・転落アセスメントスコアシートの入力を3月末まで実施するよう、各部署へ依頼をして下さい。終了後、報告をお願いします。（精神医療福祉領域・みさわG→相馬ＪＧＭ、高齢者介護福祉領域→慶長ＪＧＭまで）

・新委員会職員が公示されるまでは、４月に発生した事故及びインシデントは現委員で率先して行なうようにしましょう。

＜2月事故発生状況＞

精神医療福祉領域：東病棟　2件、西病棟　1件、南病棟　6件、北病棟　1件　外来　0件

高齢者介護福祉領域：南山苑2F　3件、南山苑3Ｆ　0件、南陽館　　0件、南寿の里　　0件

＜2月インシデント＞

精神医療福祉領域：0件、高齢者介護福祉領域：1件

＜2月の発生事故振り返りミーティング・1ヶ月後の評価実施状況＞

東病棟→実施出来ている。

西病棟→実施出来ている。

南病棟→実施出来ている。

北病棟→実施出来ている。

外来→発生事故なし。

青陽館→実施出来ている。

南山苑2F→実施出来ている。
南山苑3Ｆ→実施出来ている。

南寿の里→発生事故なし。

南陽館→発生事故なし。

＜2月巡視結果＞

・南山苑２階

施設内の環境→・スタッフオフィスのカウンターの一部が乱雑になっている。

・洗濯場の洗面台に使用済みの食器が放置してある。

　手の衛生→・ハンドソープの容器に日付の記載がない。

・消毒液の容器に記載されている日付が更新されていない。

　3Sは行われているか。（清掃、整理、整頓）→・トイレの床に使用済みパットが置かれている。

・トイレの尿臭が強い。　　　

・南山苑３階

　・整理整頓・環境整備が行き届いており、安全な環境でした。

＜勉強会＞

【暴力事故防止のポイント】

①　暴力行為を起こす患者・利用者様の現在に至るまでの生活歴を把握し職員間でアセス

　　メントを行い、分析・情報交換を行う。

②　暴力行為を起こす・起こそうとする患者・利用者様を単独行動させない（付添・遠目

見守りを行う）

③　①で探った暴力行為に繋がる原因を起こさない・起こさせない。

④　易怒的（暴力行為に繋がる原因）にならないようにご本人様の意思を尊重しながらケアを行う。

（１）暴力行為が発生した場合の対応の仕方

①なぜ？暴力をふるったのか？患者様・入居者様の分析

②暴力行為に至るまでの生活状況を分析

（2）暴力が発生しそうな場合・暴力が発生した場合

① 現場に急行し、危険が避けられる場所で状況を見守り、必要に応じて対応する。

＊夜間帯は、職員が少ないので一人で対処できない場合は、連絡し連絡を受けた者は直ちに急行する。

③ 患者・家族からの暴力に関する情報を関係者で共有する（主治医、上司等への報告、他職員、その他）

④ 職員２人以上で対応する。（１対１で対応しない）

⑥ 必要以上に患者に近づかない。逃げ道を確保しておく。暴力を受けそうになった時は、逃げる。

（3）予防・対策

①患者様の精神症状を把握しておく。

②精神興奮状態にある患者様には刺激をさけ安静を保てるように配慮する。（本人が落ち着く環境を提供する）

③攻撃行動を有する患者様には感情の表出方法や問題解決方法等の社会生活技能の習得を促す。

④患者様とのコミュニケーションを密にし、日常生活状況を把握する事により生活上のトラブルを最小限にするように努力する。

⑤治療や看護行為に関しては、患者様理解できるように説明する。

